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血液腫瘍内科は、抗がん剤治療目的で入退院を繰り返すのが特徴で
す。その中で私達の関りは、患者さん自身が感染を起こさない事が目
標となります。患者さん自身の病態とその背景を確かめながら、副作
用に対する観察や予防に努め、安心した入院生活が送れるよう心掛け
ています。眼科は大半が手術目的で、手術に対する不安や、術後の視
力回復への期待など、様々な思いに対応できることが求められます。
それぞれ求められる事は多いですが、それでも私が自部署で働き続け
たいと思う理由は2つあります。
一つ目は先輩からの熱心な指導です。3年目から始まった日々の

リーダー業務に限らず、必ず患者さんの病態を通して看護展開できる
よう、先輩からの指導やフォローにより、見守ってもらっていること
が実感できます。二つ目は仕事へのやりがいです。患者様の疾患が寛
解した時や、症状が緩和した時に一緒に闘って
きたという、やりがいを感じられます。忙しい
中でも、お互い達成感を感じられたらチームや
経験年数に関係なく、労う習慣があるのも28病
棟の良い所です。楽しく、やりがいのある仕事

をしたい方、是非28病棟へ！（3年目 U・A）

今月のTOPIX ～ありがとうの声を届けよう～
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3年目〝私の働く理由“
28病棟 血液・腫瘍内科・眼科 ～

日頃のありがとうの声を私たちが届けてあげたい！職員同士の新
しい交流の形をつくりたい！として、職員有志からなる夢の職場
チームよりサンクスカードイベントが１月末から2月中半まで開催さ
れています。部署・職種関係なく、その時に感謝した思いをカード
に綴り貼り付ける。最終的には、
大きな一本の木に感謝の花が咲く
イメージにしていくそうです。
各部署満開になるよう、感謝の

気持ちを前面に出し、病院全体を
盛り上げようと積極的に参加して
います。


